
２０２３．６月谷川岳有志山行 報告 

                            ２０２３．６．２６市川 

日 程：6 月２４日（土）～２６日（月） 

交 通：新幹線とき５７号東京駅９：５２発（男性 2 名）（女性１名） 

    大宮駅（男性１名）、２５日（女性１名） 

参加者（敬称略）：高木（Ｌ）､小川、鈴木（典）、生田目、市川        ５名 

行 程：標高：１９６３ｍトマの耳 歩行時間：約 4 時間３０分 距離：６．０ｋｍ 

    実働時間：約５時間４０分 （オキの耳までは行けず）（１９７７ｍ） 

 １日目：エンゼルグランデｲア鈴木宅 前泊（４名）  （２４日） 夕食は鈴木宅にて、すき焼き 

 ２日目：鈴木宅７：５５⇒８：２３越後中里⇒８：３９土合（登山届提出） 

 （２５日）８：５０⇒徒歩（４８６？段の階段では無く舗装路）⇒９：１５谷川岳ロープウェイ口⇒９： 

３７天神平９：４０⇒１０：３２熊穴沢避難小屋１０：４０⇒１１：２０天狗の留まり場手前１５分 

  程度の所で亀グループ２名ギブアップ先行のリーダーへ連絡｡ 自分含め３名は熊穴沢避難小屋へ、 

引き返す事を選択。先行組は、山頂をめざす。⇒１２：００亀組避難小屋・昼食・高木さんの丹波産米 

自家製おにぎりで満腹・３名で記念撮影１２：３０⇒１３：２０天神平ロープウェイ乗り場（先行組を 

待つ）（先行組が先におりてしまう）１５：３０⇒ロープウェイ⇒ベースプラザロープウェイ乗り場で 

先行組と合流１５：５０⇒路線バス⇒両毛高原駅・解散⇒先行組２名帰京 

  ⇒亀組３名・鈴木宅で、温泉満喫。 

  ※先行組も肩の小屋手前の岩場が厳しく視界も悪くオキの耳まではいけずトマの耳山頂で引き返した 

との事。 

 ３日目（２６日）９：００送迎バスにて３名帰京。 

感 想： 

  ３週間延期した今回の谷川岳山行でしたが梅雨の合間の天気に恵まれ空気も涼やかな、登山が、楽しめ 

ました。久々の、連続の岩場で、慣れてない方には、結構キツイコースでした。自分としては岩場を楽 

しめましたが初心者コースでも、あれだけの岩場を見ると遭難者の多い山であることを十分実感出来 

る厳しい山である事が分かりました。３人は途中リタイアしましたが自分も始めから足が痛い状態で 

したので亀さんグループで途中断念は正解でした。先行組の話を聞いてもムリしないで良かったと思 

います。 

  今回も又々､鈴木さん宅を利用させて頂き前泊のおいしいすき焼きやカラオケ、温泉三昧ととても楽し 

く過ごさせて頂き有難う御座いました。 

  高木リーダーにはおいしいお米まで持ってきて貰いすき焼きを作って頂き有り難う御座いました。 

次回も鍋奉行を宜しく願いします。 

  皆様、お疲れ様でした。鈴木さんは早く体調を直して下さい。 

 

☆写真：市川さん、高木さん提供 

 

 

 

 

 

 



 



谷川岳有志山行活動報告 

                                          2023.6.27 高木記 

☆行 程：8:23 越後中里発＝8:39 土合着＝9:20 谷川岳ロープウェイ＝9:30 谷川岳ロープウェイ山頂 

⇒9:50 リフト分岐⇒10:30 熊穴沢避難小屋⇒11:20 天狗溜まり場⇒12:10 肩の小屋⇒12:30 谷川岳 

トマの耳⇒12:50 肩の小屋－昼食－13:20⇒13:50 天狗溜まり場⇒14:20 熊穴沢避難小屋⇒15:10 ロ 

ープウェイ山頂駅⇒15:20 ロープウェイ入口＝15:50 ロープウェイバス停＝16:40 上毛高原－解散 

☆所 感：今回の登山は、熊穴沢避難小屋過ぎて急峻な鎖場があり市川さん、小川さん、鈴木さんは大事 

を取って勇気ある断念をしました。 

生田目さんは久しぶりの登山と言いながら、強靭な足腰で私と登頂しました。頂上はガスって 

おり、視界は良くありませんでした。 

 

 ☆写真： 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  


